












An Analysis on Urban Function in
Kansai Metropolitan Area




Toward coping with the national and regional problems facing the Kansai metropolitan
area, turning its regional structure into a multi-core pattern is the important task to be stud-
ied for the development of not only the Kansai metropolitan area but also the nation as a
whole and other regional areas.
In this context, it is necessary to foster wide-area central cities, following the three major
cities of Osaka, Kyoto and Kobe, by strengthening various urban functions with particular
emphasis on central management, information and amenity facilities.
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注1 : 「地域・近隣サービス都市性」は(+)側の都市特性のため、 0・0以上のスコアを持つ市区町村を掲げている。
注2 :太枠内の都市は( )内に示す都市圏の中心都市である。
関西大都市圏の都市機能分析 77
能型」中心都市、また、中心都市以外でも特に高い「中枢業務・情報サービス都市性」を持
つ郊外拠点都市を、関西圏全体の多核化に向けての広域的中核都市と位置付け、それら都市
の中心機能の強化によって多核的都市構造の形成を促すことが望ましい。
表7により「中枢業務・情報サービス都市性」の都市別スコアをみると、
①　大阪市、京都市、神戸市の既存大都市都心部・準都心部がきわめて高い中心性を発揮
している。
②　上記①に比べると中心性はかなり低位となるが、奈良市、加古川市、姫路市のような
郊外都市圏の中心都市が相対的に高い中心性を持っている。
③　吹田市、大津市、和歌山市のように中心都市以外の郊外拠点都市が、上記①と②の間
に位置する相対的に高い中心性を備えている。
以上のように、既存大都市都心部・準都心部は、関西圏全体の主要な広域的中核都市とし
て、今後も広域性の高い中心機能を発揮すると考えられる。それに次ぐ広域的な中核都市と
して、中枢業務性・情報サ-ビス性を主としつつ地域・近隣サービス性も考慮して、都市圏
の中心都市である豊中市・奈良市、高位の「中枢業務・情報サ-ビス都市性」を備え郊外拠
点性の高い吹田市(以上の都市は「地域・近隣サービス都市怪」も上位に位置している)、さ
らに「地域・近隣サービス都市性」は低位にあるが「中枢業務・情報サービス都市性」が相
対的に高位にあり都市圏の中心都市である姫路市・加古川市、高い郊外拠点性を持つ大津市・
和歌山市等の都市の中心機能の強化によって、関西圏全体をより多核的な都市構造に導くこ
とが、都市機能面からみた地域特性や相対的優位性に基づく中心性の向上の観点から望まし
い。
4.2　「生活アメニティ機能型」・「工業等産業機能型」中心性
中心都市の中心性として上記4.1以外にも、生活関連サービス、学術研究、各種工業等にお
いて中心都市がより広域性の高い独自性を発揮する「生活アメニティ機能型」あるいは「工
業等産業機能型」が考えられる。こうした面で強い中心性を持つ都市についても、今後それ
が既存大都市都心部に比肩するか、あるいはそれを凌駕する広域性の高い中心性を備える場
合には、広域的中核都市としての役割を担うことが期待される。
生活アメニティ機能・産業機能分析から得られた特徴的な都市特性に着目すると、分析対
象エリアの外縁部に位置する郊外都市圏においては、泉佐野市のように繊維工業や運輸・通
信業の産業機能面で強い都市特性を発揮する中心都市がみられる一方、既存大都市都心部・
準都心部やその隣接部を含む都市圏の中心都市は、 「ゆとり都市怪」以外の生活関連機能や加
工組立型工業等に特徴を持つものが多い。
これまで相対的に高位の都市機能とされることが少なかった身の回り関連や医療・福祉・
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保健関連等の生活関連サ-ビス機能についても、身近な生活環境整備に対する意識や関心の
高まりに伴い、他の中心都市に比べて独自性・高次性に優れている場合には、中心性・広域
性を担う機能として拠点形成上重要な役割を果たすことになる。例えば郊外都市圏の中心都
市をみると、高槻市、奈良市、豊中市は「近隣生活・医療サ-ビス都市性」、奈良市は「レジ
ャー・交流都市性」において強い特性を発揮しており、これらの都市特性は郊外拠点都市と
しての役割を支える重要な機能を構成している。
今後もニ-ズやライフスタイルの多様化・個性化が進むとみられる中で、都市生活の質的
向上に資する利便性・安全怪・快適性を提供し、地域社会基盤の持続的安定性を高める生活
関連サ-ビス機能の充実による広域性の高い「生活アメニティ機能型」中心性の重要性が高
まると考えられるo生活関連機能の充実は、それ自体が産業として機能するとともに、新た
な産業立地の基盤を形成することにもなる。また、産業機能についても相互に関連する、よ
り多様な機能から構成される複合機能型によって中心都市の中心性を高めることが、地域を
取り巻く環境条件の変化への柔軟な対応と環境変化に伴う地域変動ショックの分散・緩和の
観点からも望ましい。
おわりに
以上のように、複数の特徴ある地域核で構成される多核的都市構造の形成に向けては、産
業機能面とともに生活関連機能面でも高い拠点性・中枢性を発揮する郊外拠点都市の中心機
能を一層高めるための拠点整備を進め、さらに、既存大都市との間に高速交通・情報通信基
盤を軸にしたネットワ-ク関係を弦化することが必要となる。特徴的な地域核の集積は、国
土的諸課題への対応とともに、関西圏のバランスある地域発展と相互補完的な地域構造とし
て圏域全体のリスクマネジメントにも寄与する。
その際、こうした課題の実現のた桝こは、関西圏全域レベルでの広域的対応が特に重要と
なり、それを明確化し合意形成していくための広域推進主体や体制等に関わる条件整備が求
められることになる。関係する各都市が広域的に解決すべき共通課題と圏域としての望まし
い将来像を相互に認識・共有し、協力・補完関係の下に対応・処理していく広域行政システ
ムの構築が不可欠となるoそのためには、地理的・機能的に密接なつながりを持つ都市圏を
地域整備を進めていく上での基本的な圏域として位置付け、その下で構成都市間の適切な機
能分担と中心都市の強力なリ-ダ-シップの発揮が可能な基盤の形成、特に府県域を越える
広域的対応の場合には、施策の整合化のための府県レベルによる調整・支援機能の充実等が
必要となる。多核的都市構造の形成に向けた広域行政を進めるための体制・制度面について
の具体的な考察が今後の検討課題である。
